案件の概略

本検討委員会について
　　本検討委員会については、当初、対面式での会議開催を予定していたが、令和3年1月13日から大阪府域全体に対する緊急事態宣言が出されており、その後の見通しも困難となったため、書面による意見聴取に変更させていただきました。ご理解いただきますよう、よろしくお願いします。
　　また、今回の会議では、令和3年3月頃の策定を予定している「堺市移動等円滑化促進方針」に関するパブリックコメントの実施状況や平成27年度に策定したバリアフリー基本構想の進捗状況等について報告させていただきます。委員の皆様からは報告資料をご覧のうえ、ご意見をいただきますよう、よろしくお願いします。
案件（１）

パブリックコメントの結果について（資料1）
　　令和元年度から今年度にかけて本委員会において、継続的にご審議いただいてきた「堺市移動等円滑化促進方針（案）」について、令和2年12月24日（木）から令和3年1月25日（月）の間、パブリックコメント制度によってご意見をいただいた。
　　結果、15名の方から、40件のご意見をいただいたが、資料1のとおりご意見を項目ごとに整理し、市としての見解をお示ししたものをご報告する。
　　概ね、当該方針（案）にお示しする考えそのものには異論はないとするご意見が多数であったが、鉄道駅におけるホームドア等導入の促進や駅員無配置化へのご不安に関するご意見、災害時の避難所となることを踏まえた学校のバリアフリー化に関するご意見、移動支援に関する事業についてのご意見が多く見受けられた。
案件（２）

堺市移動等円滑化促進方針（最終案）について（資料2）
　　案件（１）でご報告したとおり、これまでの本委員会でのご議論やパブリックコメントによりいただいたご意見等を踏まえ、資料2のとおり堺市移動等円滑化促進方針（最終案）を作成したのでご報告する。
　　詳細については、資料2をご確認いただきたい。
※パブリックコメントを受け、修正した点としては以下の２点。
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案件（３）
堺市バリアフリー基本構想に関する令和2年度までの進捗状況について（資料3-1～3-2）
　　平成27年度に策定した堺市バリアフリー基本構想においては、「JR津久野駅周辺地区」及び「泉北高速栂・美木多駅周辺地区」を重点整備地区としている。両地区の現在までのバリアフリー化に関する進捗状況を、資料3-1及び資料3-2のとおりご報告する。
　　まず、栂・美木多駅周辺地区について、今年度までの進捗状況を説明する。
　　「２ 駅前広場」の南側では、昨年度の本委員会にてご報告したとおり、マンション建設事業者を主体として、エレベーターの設置が完了している。

　　「３－２ 栂文化会館」では、多機能トイレの改良等に関して、整備の実施状況や今後の目途が示されている。

　　「５ 都市公園（西原公園）」では、誘導・警告ブロックの洗浄を行うことにより、利便性の向上に取り組んでいる。

　　「６道路」では、資料のとおり段差や舗装面、横断勾配の改善、側溝蓋・グレーチングの設置・改良等を順次行っている。令和3年度以降においても桃山62号線、同132号線、栂美木多駅前北広場線・同南広場線について、継続的に実施していく予定となっている。

　　次に、津久野駅周辺地区についての進捗状況をご説明する。

　　「３－２ 鳳郵便局」において、車いす使用者用駐車施設の改良の目的として、車いすシンボルマーク表示板を新たに設置している。

　　「３－５ ダイエーグルメシティ津久野店」は、閉店となっていたが、昨年春、跡地に「イオンフードスタイル津久野店」がマンションに入居する形で開業している。当該基本構想策定当時の整備内容を引き継いで、今回の進捗照会や資料提供に対応してもらっている。概ね対応しているが、コミュニケーションボードについては、市が作成しているものではなく、店頭での使用を前提としたものを店舗として検討したいとのことで令和3年度以降の導入を検討としている。

　　「４ 道路」では、資料のとおり段差や舗装面、横断勾配の改善、誘導・警告ブロックの敷設・改良を順次行っている。令和3年度以降においても下田津久野2号線（2期）について、継続的に実施していく予定となっている。

案件（４）
重点整備地区の評価・見直しに関する考え方等について（資料4-1～4-5）
　　案件（２）の資料2堺市移動等円滑化促進方針（最終案）でもお示しているとおり、今後、堺市交通バリアフリー基本構想（17駅14地区）及び堺市バリアフリー基本構想（2駅2地区）に関するこれまでのバリアフリー化の取組に関する評価・見直しを実施していくことを見込んでいる。ただし、各基本構想における重点整備地区を一括して評価・見直しをすることは現実的ではなく、順序立てて取組を進める必要があると考える。
　　ついては、資料4-1～資料4-5において、各重点整備地区及び令和元年度に国（国土交通省）が追加指定した特定道路を含む地区の状況等をまとめたので、評価・見直しの進め方や優先的に対応すべきと考えられる事項等について、ご意見をいただきたい。（例：○○地区と△△地区は、堺市の今後の施策展開の中で重要度が高いと考えられるので、早い段階で評価・見直しが必要／××地区では、再開発計画が進められているので、継続的なチェックを行っていく必要がある　など）
　　なお、令和3年度については、各基本構想の評価・見直しに関する経費に係る予算要求が財政状況に鑑みて認められなかったため、令和4年度以降の取組を検討していくためにご意見をいただくものである。
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